
 

様式第１号 

令和２年 ６月２９日 

 

文部科学大臣殿 

 
〔設置者の名称〕学校法人佐野学園 

 
〔代表者の役職〕理事長 〔代表者の氏名〕佐野 元泰 

 

 

大学等における修学の支援に関する法律第７条第１項の確認に係る申請書 

 

○申請者に関する情報 
大学等の名称 神田外語大学 

大学等の種類 
（いずれかに○を付すこと） 

（大学・短期大学・高等専門学校・専門学校） 

大学等の所在地 千葉市美浜区若葉１－４－１ 

学長又は校長の氏名 宮内 孝久 

設置者の名称 学校法人佐野学園 

設置者の主たる事務所の所在地 東京都千代田区内神田２－１３－１３ 

設置者の代表者の氏名 理事長 佐野 元泰 

申請書を公表する予定のホーム

ページアドレス 
https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/ 

 
※ 以下のいずれかの□にレ点（☑）を付けて下さい。 
 
□ 確認申請 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第１項に基づき確

認申請書を提出します。 
 
☑ 更新確認申請 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第３項に基づき更

新確認申請書を提出します。 
 
 
※ 以下の事項を必ず確認の上、すべての□にレ点（☑）を付けて下さい。  
☑ この申請書（添付書類を含む。）の記載内容は、事実に相違ありません。 
 
☑ 確認を受けた大学等は、大学等における修学の支援に関する法律（以下「大

学等修学支援法」という。）に基づき、基準を満たす学生等を減免対象者とし

て認定し、その授業料及び入学金を減免する義務があることを承知していま

す。 
 
☑ 大学等が確認を取り消されたり、確認を辞退した場合も、減免対象者が卒業

するまでの間、その授業料等を減免する義務があることを承知しています。 
 
☑ この申請書に虚偽の記載をするなど、不正な行為をした場合には、確認を取

り消されたり、交付された減免費用の返還を命じられる場合があるとともに、



  

減免対象者が卒業するまでの間、自らが費用を負担して、その授業料等を減免

する義務があることを承知しています。 
 
☑ 申請する大学等及びその設置者は、大学等修学支援法第７条第２項第３号

及び第４号に該当します。 

 

○各様式の担当者名と連絡先一覧 
様式番号 所属部署・担当者名 電話番号 電子メールアドレス 

第１号 総務部・二瓶清実 043-273-1322 somu@ml.kuis.ac.jp 

第２号の１ 教務部教務課・村田裕司 043-273-1320 kyomuka@ml.kuis.ac.jp 

第２号の２ 法人本部総務部・名越裕正 03-3258-5830 h-somu@kifl.ac.jp 

第２号の３ 教務部教務課・村田裕司 043-273-1320 kyomuka@ml.kuis.ac.jp 

第２号の４ 総務部総務課・石山英行 043-273-1322 somu@ml.kuis.ac.jp 

 

○添付書類 
 
※ 以下の事項を必ず確認し、必要な書類の□にレ点（☑）を付けた上で、これ

らの書類を添付してください。（設置者の法人類型ごとに添付する資料が異な

ることに注意してください。） 
 
「⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置」関係 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表《省令で定める単位数等の

基準数相当分》 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》 
 
「⑵-①学外者である理事の複数配置」関係 
 
☑ 《一部の設置者のみ》大学等の設置者の理事（役員）名簿 
 
「⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人材の複数配置」関係  
□ 《一部の設置者のみ》大学等の教育について外部人材の意見を反映すること

ができる組織に関する規程とその構成員の名簿 
 
「⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表」関係 
 
☑ 客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》【再掲】 
 
その他 
 
☑ 《私立学校のみ》経営要件を満たすことを示す資料 
 
☑ 確認申請を行う年度において設置している学部等の一覧 



 

（添付書類）経営要件を満たすことを示す資料 
学校名 神田外語大学 

設置者名 学校法人佐野学園 

 

 

Ⅰ 直前３年度の決算の事業活動収支計算書における「経常収支差額」の状況 
 経常収入(A) 経常支出(B) 差額(A)-(B) 

申請前年度の決算 10,896,187,073 円 8,995,754,635円 1,900,432,438円 

申請２年度前の決算 10,278,102,985 円 8,873,725,608円 1,404,377,377円 

申請３年度前の決算 10,038,394,555 円 8,728,391,151円 1,310,003,404円 

 

 

Ⅱ 直前の決算の貸借対照表における「運用資産－外部負債」の状況 
 運用資産(C) 外部負債(D) 差額(C)-(D) 

申請前年度の決算 19,130,773,302 円 4,892,431,042円 14,238,342,260 円 

 

 

Ⅲ 申請校の直近３年度の収容定員充足率の状況 
 収容定員(E) 在学生等の数(F) 収容定員充足率

(F)/(E) 

今年度（申請年度） 3,789人 4,160人 109％ 

前年度 3,709人 4,170人 112％ 

前々年度 3,629人 4,064人 110％ 

 

 

（Ⅱの補足資料）「運用資産」又は「外部負債」として計上した勘定科目一覧 
 

○「運用資産」に計上した勘定科目 

勘定科目の

名称 

資産の内容 申請前年度の決算に

おける金額 

  円 

  円 

  円 

 

○「外部負債」に計上した勘定科目 

勘定科目の

名称 

負債の内容 申請前年度の決算に

おける金額 

  円 

  円 

  円 

 

 

 

 

 

備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 



  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

１－②を用いること。 
 
学校名 神田外語大学 

設置者名 学校法人佐野学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

外国語学部 

英米語学科 
夜 ・

通信 

148 

16 164 13 55 

アジア言語学科 
夜 ・

通信 
10 159 13 55 

イベロアメリカ

言語学科 

夜 ・

通信 
6 162 13 55 

国際コミュニケ

ーション学科 

夜 ・

通信 
13 161 13 55 

（備考）卒業要件外の教職課程科目は配置困難欄へ記載。 

 
 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
以下の webサイトにて授業科目の一覧表を公表。 

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/cms/wp-content/uploads/2020/05/kamokutani_2020r

2.pdf「実務経験のある専任教員による実務経験を活かした授業（PDF）」 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 神田外語大学 

設置者名 学校法人佐野学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
以下の webサイトにて公表。 

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/cms/wp-content/uploads/2018/03/meibo_r0205.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 副理事長 
2019.4.1 ～

2023.3.31 
学園統括補佐 

非常勤 株式会社 代表取締役 
2019.4.1 ～

2023.3.31 

専門学校担当、国際

化推進担当 

（備考） 

学外者理事は、上記２名を含め、計４名が委嘱されている。 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 神田外語大学 

設置者名 学校法人佐野学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表してい

ること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

各授業科目の、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準そ

の他の事項については、ウェブサイト上の「ウェブシラバス」を通じて、学

生及び学外に広く公表されている。シラバスの内容については、シラバス作

成要領等により、授業の概要やねらい、具体的な講義内容、成績評価の方法・

基準、準備学習を明記することを教員に求めている。また、海外提携の推進

及び卒業後に海外の大学院に進学する学生等の便宜を考慮し、学生が自分の

学習内容の概略を英語で説明できるようにするため、「授業の目的」の項目を

日本語と英語で併記するよう、教員に依頼している。 

シラバスの内容は第三者教員又は職員が点検し、内容の不足や誤りがあれ

ば必要に応じて担当教員へ修正するよう指示している。 
 

授業計画書の公表方法 
以下の webサイトにて公表。

https://camjweb.kuis.ac.jp/portal/slbsskgr.do 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

単位認定基準は全学科共通で、100点満点の 60点以上を合格、59点以下を

不合格としている。 

成績の表記は、A+（100点～90点）、A（89点～80点）、B（79点～70点）、

C（69点～60点）、F（59点以下）である。ただし、このような段階評価に

適合しない成績評価については、P（合格）又は F（不合格）としている。単

位認定基準及び成績評価基準については、学則及び「学生便覧」に明記して

いる。 

評価は、定期試験、レポート、プレゼンテーション、制作、授業への参加

度合い等、多元的な基準を設定している。科目によって授業の形態や目的等

が異なることから、いずれの評価方法を採用するかは各科目の担当教員が適

切に判断し、成績を付与している。科目毎の評価基準はウェブサイト掲載の

電子シラバスに明示しており、学生は随時ウェブサイト上で確認することが

できる。 
 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

学期毎に、個々の履修登録科目の GP（Grade Point）にその科目の単位数

をかけ、その総和を履修登録科目の総単位数で割って GPA を算出する（小数

点第 2位を四捨五入）。「F」評価（不合格）の科目も GPA計算時の対象となる。

ただし、認定科目（「P」or「F」）は、GPAの算出対象外とする。 

GPA の算出方法：｛（履修登録科目の GP×当該科目の単位数）の総和｝÷履

修科目の総単位数 

各学期の入学時から通算した GPA の学年毎の分布は、前期・後期それぞれ

の学期末に教務委員会にて公表することで、定期的に成績評価状況を確認す

る仕組みを設けている。また、成績不振な学生にはポータルサイトである

Campus Webを通じて告知を行うことで、次学期の学修に向けて学生自らが学

修の在り方を振り返ることができる仕組みを 2019年度から稼働させた。 
 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

以下の web サイトにて GPA 算出方法を公表。学生便覧 86 ペ

ージ（「Ⅷ試験及び学力評価について」の「3.GPA」）参照。 

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/cms/wp-content/uplo

ads/2019/09/2020_handbook.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

高度の外国語運用能力と広い一般知識及び深い専門知識を身につけさせる

とともに、我が国の伝統文化を究明し、諸外国の文化を理解し、国際社会の

一員として世界に貢献し得る人材の育成を大学全体の目的とする。同目的を

達成するために編成された教育課程において、定められた卒業要件単位を修

得し、かつ研究コースを修了した場合に、卒業を認定し、学位を授与する。

学科によっては、外部検定試験のスコアを用いる等の手法により、「高度な外

国語運用能力」を担保している。また、卒業の判定にあたっては、教務委員

会及び教授会での検討を経た上で決定されている。 
 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
以下の webサイトにて公表。 

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/main/about/vision/ 
 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

４－②を用いること。 
学校名 神田外語大学 

設置者名 学校法人佐野学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/about/financial/ 
収支計算書又は損益計算書 http://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/about/financial/ 
財産目録 http://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/about/financial/ 
事業報告書 http://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/about/financial/ 
監事による監査報告（書） http://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/about/financial/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：学校法人佐野学園事業計画  対象年度：令和２年度） 

公表方法：以下の web サイトにて公表。 

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/cms/wp-content/uploads/2018/03/kansaho 

ukoku_r01.pdf 

中長期計画（名称：中期経営計画第５フェーズ  対象年度：平成３１年度～令和３年度） 

公表方法：以下の web サイトにて公表。

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/cms/wp-content/uploads/2018/03/chuukik

eieikeikaku5.pdf 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：以下の web サイトにて公表。 

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/main/about/evaluation/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：以下の web サイトにて公表。 

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/main/about/evaluation/ 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関

する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 外国語学部 

教育研究上の目的（公表方法：以下の web サイトにて公表。学則第 2条第 3項。） 

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/cms/wp-content/uploads/2018/03/2019_code_ug.pdf 

（概要） 

・英米語学科は、多文化共生が求められる社会情勢の中で、高度の英語運用能力を身に

つけさせるとともに言語としての英語及び英語圏のさまざまな事柄に対する知識を

教授することにより、豊かな教養を有し、国際社会に貢献しうる自立した人材の養成

を目的とする。 

・アジア言語学科は、多文化共生が求められる社会情勢の中で、高度の専攻地域言語（中

国語、韓国語、インドネシア語、ベトナム語、タイ語）の運用能力を身につけさせる

とともに英語運用能力養成にも力を注ぎ、また、言語としての専攻地域言語及び同言

語圏のさまざまな事柄に対する知識を教授することにより、豊かな教養を有し、国際

社会に貢献しうる自立した人材の養成を目的とする。  
・イベロアメリカ言語学科は、多文化共生が求められる社会情勢の中で、高度の専攻地

域言語（スペイン語、ポルトガル語）の運用能力を身につけさせるとともに英語運用

能力養成にも力を注ぎ、また、言語としての専攻地域言語及び同言語圏のさまざまな

事柄に対する知識を教授することにより、豊かな教養を有し、国際社会に貢献しうる

自立した人材の養成を目的とする。  
・国際コミュニケーション学科は、多文化共生が求められる社会情勢の中で、高度の英

語運用能力を身につけさせるとともに IT 関連の運用能力養成にも努め、豊かな教養

を有し、真のコミュニケーション能力を身につけた国際社会に貢献しうる自立した人

材の養成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：以下の webサイトにて公表。） 
https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/main/about/vision/ 

（概要） 

高度の外国語運用能力と広い一般知識及び深い専門知識を身につけさせるとともに、

わが国の伝統文化を究明し、諸外国の文化を理解し、国際社会の一員として世界に貢献

し得る人材の育成を大学全体の目的とする。同目的を達成するために編成された教育課

程において、定められた卒業要件単位を修得し、かつ研究コースを修了した場合に、卒

業を認定し、学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：以下の web サイトにて公表。） 

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/main/about/vision/ 

（概要） 

・授業科目は、外国語科目、特別演習科目、基礎科目、研究科目、研究演習、卒業論文

及び自由選択科目に区分され、これらを適切な年次に配当することによって、「言葉」

と「文化」の両面について、バランス良く、また体系的に学習できるカリキュラムを

構成する。 
・外国語教育に関しては、各専攻言語に具体的な到達目標を設定し、「話す、聞く、読

む、書く」の技能を総合的に駆使することのできる言語運用能力の養成を目指す。こ

れに加え、通訳・翻訳・討論・スピーチやプレゼンテーションの訓練を取り入れる等、

高度で実践的な専攻言語の運用能力を養成するための教育課程を編成する。 
・今日の国際社会における使用言語としての英語の役割を重視し、英語以外の言語を専

攻する学生に対し、英語科目を必修とし、あわせて具体的な到達目標を設定する。こ

れにより、専攻言語に加え、英語の実践的な運用能力の養成も図る。 



  

・言語の背景にある歴史・文化・社会・経済等の教育については、研究科目や研究演習

の他、体系的かつ学際的に学習できるように、研究コースを設置する。さまざまな知

識を系統立って修得させ、より豊かな教養を身につけさせるために、同コースの修了

を卒業要件の一つとする。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：以下の webサイトにて公表。） 

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/main/about/vision/ 

（概要） 

神田外語大学の理念は、『言葉は世界をつなぐ平和の礎』である。このため、本学の教育

は、『わが国の伝統と文化を究明し、諸外国の文化を理解し、国際社会の一員として世界に

貢献し得る人材を育成』することを目的としている。次のような学生を広く求めている。 

・高等学校等において、基本的な知識・技能・コミュニケーション能力を習得している人。 

・外国語と外国の文化に興味を持ち、将来国際社会の一員として活躍する意欲のある人。 

・本大学で実践的な外国語運用能力を習得する強い意志を持っている人。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：以下の web サイトにて公表。 

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/main/about/organization/ 

 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 
1 人・ 

3 人 
－ 

4人 

外国語学部 － 38人 33人 34人 0人 0人 105人 

附属研究所等 － 4人 4人 100人 0人 0人 108人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 200人 200人 

各教員の有する学位及び

業績 

（教員データベース等） 

公表方法：以下の webサイトにて公表。

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/cms/wp-content/uploads

/2020/05/degree_2020.pdf 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

次に例示するようなファカルティ・ディベロップメントを行っている。 

・ファカルティ・ディベロップメント委員会を設置し、FD 活動を行っている（2019 年度

まで PD（Professional Development）と称す）。 

・再任審査対象（テニュアトラック）の教員、特任教員、語学専任講師、留学生別科教員

及び新任の全非常勤講師を対象に授業参観を実施し、その結果をフィードバックしなが

ら授業改善に役立てている。 

・全科目を対象に学生の授業評価アンケートを実施し、授業改善や工夫の一助としている。 

・Bag Lunch Seminar を開催し、研究成果を共有している。 

・学内外講師による FD講演会を開催し、授業改善に役立てている。 

・新任の専任教員を対象とした新任教員研修を実施している。 

 

 



  

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

外国語学部 893人 924人 103.5％ 3,789人 4,160人 109.8％ 96人 81人 

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 

合計 893人 924人 103.5％ 3,789人 4,160人 109.8％ 96人 81人 

（備考） 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

外国語学部 
931人 

（100％） 

10人 

（1％） 

782人 

（84％） 

139人 

（15％） 

 
人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
931人 

（100％） 

10人 

（1％） 

782人 

（84％） 

139人 

（15％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（進学先）東京大学大学院、神田外語大学大学院、（就職先）JAL、ANA、JR、JTB、日本 IBM、etc… 

（備考） 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

外国語学部 
912人 

（100％） 

675人 

（74.0％） 

154人 

（16.9％） 

77人 

（8.4％） 

6人 

（0.7％） 

 
人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
912人 

（100％） 

675人 

（74.0％） 

154人 

（16.9％） 

77人 

（8.4％） 

6人 

（0.7％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

各授業科目の授業の方法及び内容、年間の授業計画については、ウェブサイト上の「ウ

ェブシラバス」を通じて、学生及び学外に広く公表されている。シラバスの内容について

は、シラバス作成要領等により、授業の概要やねらい、具体的な講義内容、成績評価の方

法・基準、準備学習を明記することを教員に求めている。シラバスの内容は第三者教員又

は職員が点検し、内容の不足や誤りがあれば必要に応じて担当教員へ修正するよう指示し

ている。 



  

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

高度の外国語運用能力と広い一般知識及び深い専門知識を身につけさせるとともに、我

が国の伝統文化を究明し、諸外国の文化を理解し、国際社会の一員として世界に貢献し得

る人材の育成を大学全体の目的とする。同目的を達成するために編成された教育課程にお

いて、定められた卒業要件単位を修得し、かつ研究コースを修了した場合に、卒業を認定

し、学位を授与する。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

外国語学部 

英米語学科 124単位 有・無 48単位 

アジア言語学科 124単位 有・無 48単位 

イベロアメリカ言

語学科 
124単位 有・無 48単位 

国際コミュニケー

ション学科 
124単位 有・無 48単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

公表方法：：以下の webサイトにて公表。学生便覧 18ページ 

（「Ⅵ 履修登録単位数の上限」）参照。 

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/cms/wp-content/ 

uploads/2019/09/2020_handbook.pdf 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：以下の web サイトにて公表。 

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/main/campuslife/facilities/ 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

外国語学部 

英米語学科 980,000円 200,000円 255,000円 

2018年度以降の入学者に適用。 

 

「その他」は、施設設備費、学友会

費等で、2-4年次は 335,000円。 

アジア言語

学科 
980,000円 200,000円 255,000円 

イベロアメ

リカ言語学

科 980,000円 200,000円 255,000円 

国際コミュ

ニケーショ

ン学科 980,000円 200,000円 255,000円 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

教職協働の下、学生が修学上の到達目標を達成できるよう、方針・計画を立て、きめ細

かな対応をしている。 

学生課では、日本学生支援機構を中心とする奨学金の採用について随時説明会の実施や

相談を行うことで経済的支援の窓口となっている。 



  

メディカルセンターでは、臨床心理士が常駐しておりカウンセリングに応じている他、

学生の心身の相談に対応できる体制を整えている。 

キャリア教育センターでは、低学年から就業意識を高めるためのキャリア関連科目の開

講や単位認定を伴う形でのインターンシップの実施等の取組を行っている。また、年間

4,000件の学生個別面談の実施や年間 250社を超える学内会社説明会等の進路支援活動を

行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の進路選択に当たっては(1)様々な職業を学生に提示する取り組み（例：業界研究

セミナー・会社説明会の実施)、(2)インターンシップ等の機会の提供とインターンシップ

の単位認定（2019年度単位認定を行った学生：海外インターンシップ参加者約 80名、国

内インターンシップ参加者約 170 名)により学生の就業意識を高める他、(3)年間 250社を

超える企業が参加しての学内会社説明会の実施により、学生と企業との接触機会を増やす

取り組みを、年間を通して実施している。その後就職活動開始後は(4)学生との個別相談

の実施、(5)各種就職支援セミナー（面接対策・履歴書 ES書き方セミナー等）を実施する

ことで年間を通して学生の就職支援を行っている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、学生の健康や心理面の悩みに関する相談を担当するメディカルセンターを設

置している。メディカルセンターでは、看護師の資格を有する常勤職員 1人と派遣職員 1

人が健康面の相談や軽い怪我等の応急処置を実施している。また非常勤臨床心理士のカウ

ンセラー4人（いずれも女性）が学生の心理面での悩み等に関するカウンセリングを担当

している。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：以下の web サイトにて公表。 

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/main/about/announcement/ 
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